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広島大学病院診療支援部リハビリ
テーション部門

昨年より日本理学療法学会が各学会、研究会ごとに独立し日本理学療法学会連合として新
たな組織体制となりました。その中で日本糖尿病理学療法学会として行っていかなければ
ならないこととして学術研究の推進が挙げられます。これまでの理学療法研究では単施設
での研究成果が多く、糖尿病患者の母数を考えると小規模での研究成果が多くを占めてい
ました。そのため日本糖尿病理学療法学会では学会主導にて全国規模での多施設研究を行
うことで
会員の皆様のお力を借りて診療報酬獲得へ向けた全国規模でのビックデータ収集を行って
いき、理学療法士が関わることで糖尿病患者さんの医療費が削減でき、ＱＯＬが保たれる
という確かなデータをだしていきたいと考えております。
糖尿病理学療法は患者さんのＱＯＬを改善する大きな手段だと考えますが、診療報酬の壁
が参入障壁となり介入が難しい施設が多いのは事実です。
そのため学会として確かなデータを提供し、少しでも会員の皆様が糖尿病患者さんへ理学
療法を提供する手助けになればと思っております。
是非皆様のお力添えを宜しくお願い致します。

平成２９年度～　　広島県理学療法士会　総合企画局職能・調査部　部員
平成２９年度～３０年度　　日本糖尿病理学療法学会　総務部会部員
令和１年度～　日本糖尿病理学療法学会　運営幹事　広報部会
令和３年度～　（一社）日本糖尿病理学療法学会　理事　広報部会
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34 年齢


